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　令和７年３月２７日　　 　　　　　      　　　　　　　　　 校長　森本　一登

 

　３月２５日(火)、令和６年度の「修了式」を体育館で行いました。

式の冒頭に「校歌」を全員で歌い、その後、通知表(修了証)を１年
生から５年生の子どもたちに手渡しました。体育館で始業式や終
業式(修了式)が実施され、子どもたちの前で話ができるようになっ

たことで、子どもたちに問いかけた反応がよく分かり、全校児童
で行う良さがここにもあると感じました。今後も学校として全校
児童で行う行事を大切にしていきたいと思います。修了式後は、

教室で学級活動が行われ、各担任から子どもたちに通知表(修了証)
が手渡されました。 

４月７日(月)の始業式では、元気に登校してくる子どもたちに会えるのが楽しみです。 

 

　さて、修了式は１年の締めくくりとなる式です。私からは、「卒業式の様子」や「のびる力の
所見」と「新学期に向けて」の話しをしました。具体的には次のような話をしました。 

                                                                    
　校長先生は、「のびる力」に担任の先生が書いたみなさんの頑張ったことを読みました。その
中にこんなことが書いてありました。 

・５分間休憩になると「先生お手伝いをすることはありますか」と声をかけてくれました。 

・宿題のプリントを配ったり、黒板の掃除やロッカーの整理をしてくれました。 

・自分から「トイレのスリッパ」を揃えてくれました。 

 

　この３つことについて、あらためて子どもたちに問いかけたところ、多くの子どもたちが手を

あげてくれました。子どもたちには一人一人がみんなのために行動すれば、有岡小学校は今より
もっと良い学校になります。頑張っていきましょうと伝えました。 

 

　あと少しで４月がやってきます。子どもたちにとって、進級することは嬉しい反面、不安なこ

ともあると思います。子どもたちが新学期をスムーズにスタートできるように、ご家庭におかれ
ましてもご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

　～令和６年度　第5５回卒業式～   
 

　３月１９日(水)、少し肌寒さを感じる天候の中、たくさんの保護者のみ
なさん、来賓のみなさん、教職員の出席のもと、第５５回卒業式が行わ

れました。今年も５年生の子どもたちが式に参加してくれて、一緒に６
年生の門出を祝いました。最後の「卒業生・在校生別れのことば」では、
今までの出来事を、子どもたちが語り、感動的なシーンとなりました。

１３５名の卒業生たちは、元気に有岡小学校を巣立っていきました。 

　また前日には、「有岡小学校区の民生委員」のみなさんに、下足場の掃
除をしていただきました。卒業生は、気持ちよく最後の登校をむかえられたと思います。ありが

とうございました。 

 

　 ～保護者のみなさまへ～                          　　　                   
 

　保護者のみなさまのお力添えのおかげで、無事に１年間を終える事ができました。今年度、た
くさんの行事にご協力いただきありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。


